
孤発性クロイツフェルト・ヤコブ病 MM1/古典型の早期脳波における正中矢状面の
高振幅鋭波、lateralized periodic dischargesの早期診断への影響に関する検討

解 説

1. MM1/古典型sCJD群各症例の脳波上のLPDs、CSSEDsの出現時期はそれ
ぞれ平均1.67ヶ月、平均1.60ヶ月であった。また病初期脳波の出現は
PSWCsの平均3.0ヶ月より早期であり、臨床上のミオクローヌス出現（平均
1.63ヶ月）とほぼ同時であった。

2. WHO診断基準を用いると、MM1/古典型sCJD群のprobable sCJDの診断ま
での期間は3ヶ月であった。一方、CSSEDsおよびLPDsをPSWCsと同等に
扱った場合、診断までの期間が1.88ヶ月(p = 0.016)で有意に短縮された。
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2. WHO診断基準を用いたMM1/古典型 CJD群の診断までの期間

1. MM1/古典型 sCJD群の脳波上の突発波およびミオクローヌス出現時期

MM1/古典型 sCJDの脳波に
おいて、PSD出現前の病初期
の変化は、以下の2種類に分
類された。

①正中矢状面に沿った対称
性の高振幅鋭波または棘徐
波複合(central sagittal 
sporadic epileptiform 
discharges；CSSEDs)が出現
するタイプ(5/8例；62.5%)

②lateralized periodic
discharges (LPDs)が出現する
タイプ(3/8例；37.5%)

フォローアップ脳波では
CSSEDs群では4/5例、
LPDs群では3/3例、
でPSDが出現した。


